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鋼材等を対象とした既存のクリアランス装置は 60Co をキー核種として測定しているが、ケーブルについて

はその元素組成から放射化により 60Co が生成されない可能性が高い。そこで、ケーブルを対象に重要評価対

象核種の選定とそれらの半減期を考慮した最適なクリアランス測定方法の検討を行った。 
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1. 緒言 

原子力発電所の廃止措置においてケーブルをクリアランス測定する場合、既存のクリアランス装置[1]では

鋼材等が主な測定対象物であり 60Co をキー核種として測定しているが、ケーブルについてはその元素組成[2]

から放射化により 60Co が生成されない可能性が高く、既存の装置では適切な測定が実施できないと考えられ

る。そのため、ケーブルを対象に重要評価対象核種の選定とそれらの半減期を考慮した最適なクリアランス

測定方法を確立する必要がある。 

2. 検討結果 

原子力プラントで用いられるケーブルの主成分分析結果を基に、放

射化により生じる放射性核種を推定し、重要評価対象核種を選定し

た。表 1 に選定結果を示す。ケーブルの放射化により 63Ni や 41Ca 等

ガンマ線を放出しない核種が生成されるため、比較的エネルギーの高

いガンマ線を放出する 65Zn をキー核種に選定し、スケーリングファク

タ法（SF 法）の適用可能性を評価した。SF 法の適用上限は、キー核

種濃度の 1/10 となるため、図 1 に示す様に、導体中に不純物として

Ca が含まれない場合は運転停止後 15 年以上、Ca が含まれる場合でも

8 年程度は重要評価対象核種の濃度を評価できる見込みが得られた。 

3. 結論 

以上の結果より、計算による評価を併用することで、ケーブルに特

化したクリアランス測定方法の検討が可能である。今後、PHITS 等の

解析や放射化試験の結果を検証し、測定方法の検討を進める。 
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表 1 ケーブルの導体で生成される核種 

核種 生成量 *1 
(Bq/g) 半減期 CL *2 

(Bq/g) 
41Ca *3 5.5 1.03×105 y 100 
46Sc *3 3.2 83.8 d 0.1 

63Ni 9.9×10－7 100 y 100 
65Zn 1.1×105 244 d 0.1 

*1中性子束 1011 cm－2 s－1で 40 年照射時の値 
*2クリアランスレベル 
*3不純物として含まれる場合の推定最大値 

 
図 1 65Zn をキー核種とした場合の SF 法の

評価結果 
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